
《 枚方スイミングスクール生駒校 会則 》 

第1条（名称） 

このスクールは、「枚方スイミングスクール生駒校」（以下、本スクールと

いう）と称する。 

第2条（運営） 

本スクールは、木幸スポーツ企画（株）（以下、会社という）が運営管理

する。 

第3条（目的） 

本スクールは、教育的配慮のもとに一貫した水泳指導を行い、水泳に

対する正しい理解と関心を深め併せて健全な心身の育成をはかることを

目的とする。 

第4条（入会資格） 

（1）本スクールに入会できるものは、各コース別に定められた資格に該

当する健康な方であって、本スクールの趣旨に賛同した方。 

（2）未成年者の場合、親権者が本会則を承認し､遵守する方｡ 

（3）医師等により運動を禁じられていない方。 

（4）刺青・ファッションタトゥーのない方。 

（5）暴力団・暴力団員その他これに準ずる等反社会的勢力でない方、

また将来にわたりこれに該当しないことを自ら保証する方。 

（6）過去に本スクールで除名処分となったことがない(除名処分に該当

する行為を行い、結果的に自ら退会した方を含む)、または会員制

スポーツスクール等で禁止行為を行ったことにより除名処分となっ

たことがない方。また、過去の除名原因が明確であり、会社が別途

定める基準に応じて再度入会資格を認めた方。 

第5条（入会手続） 

本スクールに入会を希望する者は、初期登録料と事務手数料、月会費

を添えて下記の書類を会社に提出しなければならない。 

（1）入会申込書所定用紙に必要事項を記入し記名捺印すること。（未成

年者の場合は保護者の承諾襴にも記名捺印すること） 

（2）健康申告書所定用紙に必要事頂を記入し提出しなければならな

い。〈このとき未成年者の場合は保護者において子ども（入会者）の

日頃の健康状態を申告すること〉自信のないときは事前に医師と相

談のうえ正確に記入しなければならない。ただし、医師からの運動

制限がある方、また健康申告の内容により、利用同意書が必要とな

る場合がある。 

第6条（指導スケジュール） 

本スクールにおける指導単位は、1年48週とし、1ヵ月を4週にわけて指

導スケジュールを編成する。本スクールは別途定める定休日のほか、施設

の補修、館内整備等、やむをえない事由が生じた場合休館することがあ

る。 

第7条（初期登録料） 

入会と同時に納めるものとする。 

第8条（事務手数料） 

入会時及び満1年毎に納めるものとする。 

※2年目より、入会月の12日に当社指定の銀行自動引落により納入しな

ければならない。 

第9条（月会費） 

初期登録料及び初回会費は初回利用時までに持参払いにより、2回目

以降の会費については当社指定日に、当社指定の銀行自動引落により

納入しなければならない。 

第10条（休退会の取り扱い） 

会員が退会する場合は、所定の退会届を提出しなければならない。な

お会員が途中で退会した場合でも、初期登録料や事務手数料、月会費を

払い戻さない。 

会員は翌月の練習が全く出来ないことが明らかな場合は、翌月分の会

費の支払いに代えて休会費を納入しなければならない。 

第11条（会員資格の譲渡） 

会員はその会員資格を他に譲渡することはできない。 

第12条（進級試験） 

本スクールは、会員の水泳能力に応じて級の認定を行うものとする。

（対象コースのみ） 

第13条（会員の遵守事項） 

会員は下記事項を遵守しなければならない。 

（1）準備体操を充分行うなど、すべてコーチの指示に従うこと。 

（2）秩序を守り、他に迷惑をかけないよう努めること。 

（3）みだりにつばを吐くなど不衛生な行為を慎むこと。 

（4）水泳練習中に貴重品や多額の現金をロッカー等に入れておかない

こと。 

第14条（会員資格の消滅及び停止） 

会社は会員が次の各号の一つに該当すると認めた場合、会員たる資格

の停止または除名することができる。 

（1）納期限までに会費その他の支払をしなかったとき。 

（2）本会則その他会社の定める規則に違反したとき。 

（3）本スクールの名誉及び信用を傷つけまたは秩序を乱したとき。 

（4）その他会員としての品位を損なうと認められる行為のあったとき。 

第15条（会員証） 

会社は会員に対して会員証を発行する。会員が本スクールを利用する

ときは、会員証の提示をしなければならない。会員証は他人に貸与あるい

は譲渡することはできない。 

第16条（ビジターの利用） 

会社は会員以外の者（以下ビジターという）に施設を利用させることがあ

る。但し、ビジター料金、その他ビジター利用に関する規約は別に定め

る。 

第17条（遅延損害金等） 

 （1）会員は、会費、事務手数料及び施設利用料の支払いを怠り、その期

間が2ヶ月に達したとき、会員は遅延損害手数料として金300円(税

別)を別途支払わなければならない。 

(2)前項の他、会員が、会費、事務手数料及び施設利用料等の支払い

を怠り、その期間が3ヶ月に達したとき、会員は、月会費の滞納期間

が3ヶ月に達した日から支払に至るまでの間、既に支払期日を渡過

した会費、事務手数料及び施設利用料等の全額に対して年利

14.6%の割合による遅延損害金を支払わなければならない。 

第18条（会社の責任事項） 

（1）会社は、本スクール内で発生した盗難については原則として賠償の

責を負わないものとする。 

（2）本スクール内の事故については、原則として事故発生に責任のある

当事者間で解決する。 

（3）本スクール内の事故において、利用者が損害の発生につき会社に

過失があることを証明した場合は、会社も損害賠償責任を負う場合

がある。 

第19条（会員の損害賠償責任） 

会員及び利用者がその責に帰すべき事由により、会社又は第三者に損

害を与えた場合は速やかにその賠償の責に任ずるものとする。会員が同

伴又は紹介したビジターについても会員が連帯して賠償の責に任ずるも

のとする。 

第20条（施設の廃止、利用制限） 

天災地変、法令の制定改廃、行政指導、その他会社にとってやむを得

ない事由が発生した場合、会社は施設の廃止、又はその利用を制限する

ことができる。 

第21条（会費等の改訂） 

会社は一般経済情勢の変動及び会社経営上必要のある場合には会

費、事務手数料及び施設利用料等を変更することができる。 

第22条（入場規制） 

会社は特に必要な場合には入場規制を行うことができる。 

第23条（細則） 

本会則に定めのない事項及び業務遂行上必要な細則は会社がこれを

定める。 

第24条（改正） 

会社が本会則を改正したときは適当な方法でこれを公示するものとし、

改正効力はすべての会員におよぶものとする。 

 

細則 

①（会員の初期登録料、会費、施設利用料） 

会員の初期登録料、会費、施設利用料等は各施設ごとに会社がこれを

定めて公示する。 

②（施設利用の範囲） 

会員の施設利用は各施設ごとに定める。 

③（ビジターの利用） 

会員と同伴のビジターに限り、同伴会員と同等の施設利用を認める。た

だし、各施設において別途定める利用料を支払わなければならない。 

④（営業日及び営業時間、施設利用時間等の設定） 

各施設により、営業日、営業時間、プール、サウナ利用時間等を設定し



各施設に掲示もしくは告知する。 

⑤（改正） 

本細則の改正、変更は本スクールの定めるところによるものとし、その効

力はすべての会員に及ぶものとする。 

⑥（禁止事項） 

本スクール施設内および本スクール周辺において､会員による次の行

為を禁止する｡禁止事項を行った場合は、第14条にもとづき、会員資格の

停止もしくは除名される場合がある。 

（1）動物を施設内に持ち込むこと。(身体障害者補助犬法で定められた

盲導犬、介助犬および聴導犬を除く) 

（２）刃物等の危険物を施設内に持ち込むこと｡ 

（3）施設内で喫煙すること｡(電子タバコ･無煙タバコを含む) 

（4）許可なく施設内で撮影･録音すること｡ 

（5）本スクールの諸施設・器具・備品その他会社が管理する物品の損

壊や持ち出し。施設内に落書きや造作をすること。 

（6）所定の場所以外での排泄行為。 

（7）他人や従業員、本スクール、運営会社を誹謗、中傷すること。 

（8）許可なく本スクールにおいて物品の売買やパーソナルトレーニン

グ等の営業行為や勧誘をすること。営利・非営利を問わず勧誘行

為(団体加入の勧誘を含む)や政治活動、署名活動をすること。 

（9）他人や従業員の身体を押す、拘束する、殴打する、蹴り上げる等

の暴力行為。暴言、恫喝、大声、奇声を発する、他人を睨む、行く

手を遮る、襲いかかろうとする等の威嚇行為。物を叩く、投げる、壊

すなど、他人が恐怖を感じる危険な行為。 

（10）痴漢、覗き、露出等の公序良俗に反する行為。 

（11）他人や従業員を待ち伏せする、尾行、執拗な話しかけ等のストー

カー行為。 

（12）正当な理由なく、面談、電話、その他の方法で従業員を拘束する

等、従業員の業務を妨げる行為。 

（13）他人の施設利用を妨げる行為。 

（14）支払うべき諸会費､諸料金､諸費用を支払うことなく不正に施設･サ

ービスを利用する行為｡ 

(15)社会通念上許容される限度を超えた、本スクール従業員に対する

言動（ＳＮＳへの投稿等を含む）であって、従業員の就業環境を害する

もの  

（16）その他、本スクールの秩序を乱す行為。本条各号に準じる行為｡ 

附則 

 本会則は2018年6月1日より施行する。 

 本会則は2026年7月20日に改正し、同日から施行する。 

以上。 

木幸スポーツ企画株式会社 


